
金
海
古
蹟
志
巻
廿
八

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
生
町
江
奇
町
・屋
湖
町
。
と
あ
り
。

元
帥
三
年
の
火
災
記
に
も
、
{-F
江
寺
町・
矢
湖
町
・
矢
後
上
グ
地
町
と
服

せ
た
り
。
今
此
の
町
名
絶
え
た
り
し
ゅ
ゑ
、
共
の
地
詳
か
た
ら
宇
。

O
屋
後
上
地
町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
古
餌
指
町
・
屋
後
上
が
地
町
。
と

あ
り
。
元
総
三
年
の
火
災
記
に
は
、矢
湖
町
の
攻
に
矢
後
上
〆
一
地
町
と

放
せ
た
り
。
此
の
町
名
も
今
絶
え
た
り
し
故
K
、
共
の
地
詳
か
な
ら

ゃ。O
屋
後
奥
助
侮

元
利
元
二
年
の
士
幌
氏
、
牛
役
衆
二
百
石
屋
後
奥
助
、
ま
た
大
筒
打

右馬百
術廻石
門 二度
「百後
壬石 f古
F屋右
て後 f師
、興門
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文屋は
元後
年次御

以
後
の
士
帽
慨
に
は
屋
後
氏
の
人
見
h
宇
。
按
宇
る
に
、
屋
後
上
作地
町

は
居
後
問
問
助
の
邸
地
怠
る
を
・
断
絶
の
後
地
子
地
と
な
し
て
‘
上
ザ
地

町
と
呼
ぴ
た
る
た
る
べ
し
。
屋
後
氏
は
屋
代
氏
と
同
氏
に
て
、
守
シ

ロ
と
呼
び
た
る
に
や
。

O
淵

上

町

援
に
て
宛
す
。
新
抑
制
川
町
宮
脱
屋
市
右
術
門
、
文
化
凹
年
よ
り
器
官
老

扶
持
賜
は
り
‘
文
政
元
年
四
月
百
一
裁
に
て
残
す
。
同
町
多
業
粉
屋

普
右
衛
門
母
、
文
化
五
年
よ
り
扶
持
m
仰
は
り
、
文
政
元
年
六
月
百
歳

に
て
残
す
。
同
町
越
中
屋
四
郎
兵
衛
後
家
つ
る
、
文
化
六
年
よ
り
扶

持
賜
は
り
、
文
政
二
年
正
月
百
歳
陀
て
夜
す
。
期
川
川
除
町
鹿
嶋
寺

度
中
桐
兵
街
後
家
方
応
倫
千
木
屋
市
川
則
右
術
門
母
つ
昔
、
文
化
八
年
よ

り
扶
持
賜
は
り
・
文
政
四
年
五
月
百
裁
に
て
残
し
た
る
危

E
・
皆
是

た
り
。

O
掬
川
片
原
町

一
冗
級
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
抑
制
川
片
原
町
総
淵
町
。
と
並

べ
椛
せ
た
り
。
元
総
三
年
の
火
災
紀
に
も
・
揃
川
町
・
捌
川
片
原
町
と

あ
り
。

O
掘
川
川
除
町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
前
…
裁
許
附
医
、
堀
川
々
除
町
・
旧
制
川
片
原
町
。

と
並
べ
紋
せ
た
り
。
一
兆
称
三
年
の
火
災
紀
民
、
綱
川
川
除
町
内
丸
十

八
府
紛
失
と
あ
り
。
此
の
町
は
、
波
野
川
の
川
除
に
て
川
級
友
り
。

右
前
町
名
今
は
股
し
て

、
期
川
町

へ
腐
せ
り
。

O
太
隆
寺
前

金
滞
古
蹟
志
港

1
λ
十

五
O 

此
の
町
名
は
、
元
称
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
も
、
図
都
品
披

問
答
金
滋
町
名
叫
附
に
も
記
載
せ
十
。
法
し
く
は
飽
洲
町
を
ば
・
後
に

淵
上
町
と
改
稿
せ
し
に
や
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
減
せ
た
る
・

享
和
三
年
世
帯
府
準
法
郷
庄
分
町
名
附
に
も
・
姻
川
総
淵
町
は
小
名
と

た
し
た
れ
ど
、
淵
上
町
は
紀
械
せ
宇
。

O
淵
上
町
長
護
人

文
化
七
年
九
十
歳
扶
持
世
田
上
帳
に
、
堀
川
淵
上
町
越
中
屋
興
右
術
門

後
家
た
よ
と
あ
り
て
、
此
の
女
は
卒
保
六
年
の
生
に
て
文
化
七
年

九
十
歳
K
K
よ
び
、
務
侯
よ
り
養
老
扶
持
米
主
防
は
り
‘
天
保
九
年

六
月
十
六
日
百
十
八
裁
に
て
殺
せ
り
。
按
守
る
氏
、
沓
務
中
加
越
能

三
州
の
官
間
帯
人

E
考
ム
る

K
、
能
登
図
瓜
至
郡
浦
上
村
普
通
寺
隠
居

。-一エ

ユ
柿
正
は
、山
院
長
五
年
の
生
陀
て
、
卒
保
七
年
百
十
三
裁
に
及
び
た
る

よ
し
、
可
制
制
小
訟
に
見
ゅ
。
是
三
ク
闘
中
に
て
の
高
符
人
也
。
叉
金

浮
木
新
保
荒
町
梅
村
宗
祭
は
、
元
和
元
年
の
生
陀
て
、
享
保
十
六
年

十
一
月
宵
十
七
裁
に
て
残
す
。
帥
知
る

K
此
の
淵
上
町
の
た
よ
は
百
十

八
歳
な
れ
ば
、
金
滞
陀
て
高
称
人
の
随
一
と
い
ふ
べ
し
o

h

M

も
ふ
陀

堀
川
議
に
も
此
の
外
長
森
人
多
し
。
本
堀
川
町
波
野
屋
吉
郎
兵
衛
が

後
家
モ
ょ
、
文
化
三
年
よ
り
養
老
扶
持
賜
は
り
、
同
十
三
年
四
月
百

相
副
務
中
は
太
股
寺
の
門
前
地
た
り
。
放
に
太
織
寺
前
と
呼
べ
り
。
明

治
厳
務
の
後
・
門
前
地
の
名
郁
を
厳
し
・
今
は
掬
川
角
場
町
と
呼
べ

り。O
道
庭
山
太
腹
寺

四
洞
宗
也
。
点
卒
二
年
由
来
牲
に
云
ふ
。
市
立
寸
凶
器
、
峰山

r.
一年
大

昔
主
馬
質
父
前
岡
修
理
、
法
名
太
線
院
殿
有
庖
宗
無
居
士
需
=菩
提
-

建
立
。
放
に
太
股
寺
と
放
し
.
大
音
氏
代
々
一
悩
越
也
と
。
閉
山
肌
は
傑

外
窓
英
和
旬
。
江
文
十
三
年
二
月
廿
七
日
巡
化
也
。

O
開
基
太
縫
院
殿
侮

青
地
眼
幹
艇
の
本
務
時
絡
に
云
ム
。
務
印
刷
高
徳
公
三
男
知
好
。
抑制邑修

理
一
瞥
震
v
伶

d
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云
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妙
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大
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役
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知
好
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弘
軍
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知
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之
遺
命
↓
故
防
ν
総
也
・
究
来
三
年
十
月
。
微
妙
公
使
=大
和
守
利
孝
召
a

選
之
↓
翌
年
自
a
鞍
馬
-
赴
=
江
州
今
津
-
病

d

五
年
六
月
廿
三
日
卒
昌子
京

師
吋
批
=
太
股
院
↓
途
不
=
復
節
'
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